






















































































































































































































































平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
17 看護学生として責任ある態度 4.78 0.42 4.55 0.50 ＊＊
1 患者の理解や援助に必要なコミュニケーション力 4.69 0.50 4.12 0.75 ＊＊
8 患者の生活の場としてベッド周囲の環境調整 4.66 0.55 4.29 0.84 ＊＊
18 看護する上で自己の課題を見出す力 4.59 0.59 4.29 0.75 ＊＊
9 患者に寄り添う、患者の立場に立って考える看護 4.59 0.56 4.26 0.69 ＊＊
19 看護に関する理解の深まりややりがい 4.55 0.63 4.33 0.69 ＊＊
16 学生グループ内で切磋琢磨し合えるグループワーク力 4.53 0.60 4.16 0.77 ＊＊
7 患者の状態変化に応じた根拠ある援助の実施 4.52 0.60 3.98 0.87 ＊＊
13 看護をチームで継続するための適切な記録と報告 4.52 0.57 3.97 0.77 ＊＊
12 患者理解・援助を適切に実施するための指導者との関わり 4.48 0.63 3.97 0.86 ＊＊
6 患者の個別性・自立性を考えた看護計画の立案 4.47 0.66 3.79 0.87 ＊＊
3 看護に必要な情報を意図的に収集する力 4.47 0.60 3.76 0.76 ＊＊
15 カンファレンス運営に必要な討議力 4.47 0.63 3.71 0.80 ＊＊
2 わずかな患者の変化を捉える観察力 4.43 0.65 3.91 0.76 ＊＊
4 患者情報と知識を統合するアセスメント力 4.36 0.58 3.69 0.73 ＊＊
5 看護問題の明確化と具体的な患者目標の設定 4.34 0.61 3.83 0.82 ＊＊
14 チーム医療の実践 4.33 0.71 3.55 0.88 ＊＊
11 患者目標に対する看護実践の評価と計画の修正 4.31 0.68 3.83 0.73 ＊＊


























































平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 急性―亜急性
15 カンファレンス運営に必要な討議力 4.57 0.56 4.30 0.70 0.27
16 学生グループ内で切磋琢磨し合えるグループワーク力 4.60 0.55 4.43 0.66 0.17
2 わずかな患者の変化を捉える観察力 4.49 0.66 4.35 0.65 0.14
5 看護問題の明確化と具体的な患者目標の設定 4.34 0.64 4.35 0.57 -0.01
4 患者情報と知識を統合するアセスメント力 4.34 0.59 4.39 0.58 -0.05
8 患者の生活の場としてベッド周囲の環境調整 4.63 0.60 4.70 0.47 -0.07
1 患者の理解や援助に必要なコミュニケーション力 4.66 0.54 4.74 0.45 -0.08
6 患者の個別性・自立性を考えた看護計画の立案 4.43 0.70 4.52 0.59 -0.09
17 看護学生として責任ある態度 4.74 0.44 4.83 0.39 -0.09
9 患者に寄り添う、患者の立場に立って考える看護 4.54 0.61 4.65 0.49 -0.11
11 患者目標に対する看護実践の評価と計画の修正 4.26 0.70 4.39 0.66 -0.13
12 患者理解・援助を適切に実施するための指導者との関わり 4.43 0.66 4.57 0.59 -0.14
19 看護に関する理解の深まりややりがい 4.49 0.70 4.65 0.49 -0.16
3 看護に必要な情報を意図的に収集する力 4.40 0.60 4.57 0.59 -0.17
14 チーム医療の実践 4.26 0.74 4.43 0.66 -0.17
18 看護する上で自己の課題を見出す力 4.51 0.66 4.70 0.47 -0.19
10 患者の退院後を視野に入れた日常生活の支援 4.14 0.81 4.35 0.83 -0.21
7 患者の状態変化に応じた根拠ある援助の実施 4.43 0.66 4.65 0.49 -0.22
13 看護をチームで継続するための適切な記録と報告 4.40 0.60 4.70 0.47 -0.30 ＊
＊：ｐ＜0.05



































































平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 急性―亜急性
15 カンファレンス運営に必要な討議力 3.94 0.64 3.35 0.89 0.59 ＊＊
16 学生グループ内で切磋琢磨し合えるグループワーク力 4.20 0.76 4.09 0.79 0.11
1 患者の理解や援助に必要なコミュニケーション力 4.14 0.65 4.09 0.90 0.05
19 看護に関する理解の深まりややりがい 4.34 0.68 4.30 0.70 0.04
2 わずかな患者の変化を捉える観察力 3.91 0.74 3.91 0.79 0.00
18 看護する上で自己の課題を見出す力 4.29 0.75 4.30 0.77 -0.01
17 看護学生として責任ある態度 4.51 0.51 4.61 0.50 -0.10
4 患者情報と知識を統合するアセスメント力 3.63 0.69 3.78 0.80 -0.15
3 看護に必要な情報を意図的に収集する力 3.69 0.76 3.87 0.76 -0.18
13 看護をチームで継続するための適切な記録と報告 3.89 0.80 4.09 0.73 -0.20
9 患者に寄り添う、患者の立場に立って考える看護 4.17 0.66 4.39 0.72 -0.22
11 患者目標に対する看護実践の評価と計画の修正 3.74 0.70 3.96 0.77 -0.22
7 患者の状態変化に応じた根拠ある援助の実施 3.89 0.87 4.13 0.87 -0.24
6 患者の個別性・自立性を考えた看護計画の立案 3.69 0.90 3.96 0.83 -0.27
5 看護問題の明確化と具体的な患者目標の設定 3.71 0.83 4.00 0.80 -0.29
14 チーム医療の実践 3.43 0.85 3.74 0.92 -0.31
8 患者の生活の場としてベッド周囲の環境調整 4.17 0.92 4.48 0.67 -0.31
12 患者理解・援助を適切に実施するための指導者との関わり 3.80 0.90 4.22 0.74 -0.42 †
10 患者の退院後を視野に入れた日常生活の支援 3.34 1.03 3.87 0.97 -0.53 †
†：0.05≦ｐ＜0.1　＊＊：ｐ＜0.01
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